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昨
年
の
五
月
八
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ

け
は
、
５
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
、
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
も
少
し
ず

つ
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
様
々
な
学
校
行
事
を
は

じ
め
、
同
窓
会
も
少
し
ず
つ
行
事
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
度
、
八
代
農
業
高
校
の
学
科
改
編
に
伴
い
、
八
農
も
か

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
令
和
五
年
度
よ
り
食
農
創
造
科
、
生
産
土
木
科
、

家
庭
科

の
三
学
科
と
な
り

、
更
な

る
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り

の
た
め
に
、
先
生
達

が

一
九
と
な

っ
て
取

り
組

ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
六
年
度

か
ら
制
服
が
新

し

い
デ
ザ
イ

ン
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
時
代

に
応
じ
た
ジ

ェ
ン
ダ

ー
レ
ス

ヘ
の
対
応
な
ど
、
中
学
生

に
ア
ピ

ー

ル
し
な
が
ら
、
生
徒
を
増

や
す
為

に

い
ろ
ん
な

ア
イ
デ

ア
を
出

さ
れ
、
実
行
さ
れ

て

い
ま
す
。

在
校
生

に
は
、
同
窓
会
と

し

て
、
周
年
行
事

で
皆
様

か
ら

い
た
だ

い
た
寄
付
金
を
、
生
徒

た
ち

の
教

育
活
動

へ
の
支
援
と

し

て
大
切

に
使
わ
せ

て
も

ら

っ
て

い
ま
す
。
「
八
農
青
春

フ
ラ
イ
ト
」
、

や
農
業

ク

ラ
ブ
活
動
を

は
じ
め
、
部
活
動

の
全
国
大
会
出
場

の
援
助

に
も
使
わ
せ

て
も

ら

っ
て

い
ま
す
。
令

和
五

年
度

の
八
農
青
春

フ
ラ
イ
ト

で
は
北
海
道
を
訪

れ
、
帯
広
農
業
高
校
生
と

の
交
流
会
を
は
じ
め
、
様

々

な
研
修
を
通
し

て
有
意
義

な
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が

で
き

た
と

の
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
農
業

ク
ラ
ブ
全
国
大
会

が
熊
本

で
開
催

さ
れ
、
八
農
も
そ

の

一
つ
の
会
場
と

し

て
、

全

国

の
農
業
高
校
を
代
表
す

る
生
徒
お
よ
び
教
職
員
な
ら
び

に
関
係
者

が

一
堂

に
集

い
、
活
発
な
意
見

交
換
等

が
な
さ
れ
る
な
ど
、
重
責
を
呆
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
全

国
大
会

に
出
場

し
、
好
成
績
を

収

め

て

い
る
各
種
競
技

の
部

で
は
、
最
優
秀
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
な

ど
、
皆

頑
張
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
今
後

の
活
躍

に
期
待

し

て
お
り
ま
す
。

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
や
先
端
技
術

が
私
た
ち

の
ご
く
身
近

な
と

こ
ろ
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

い
わ

ゆ
る

ス

マ
ー
ト
農
業
と

い
わ

れ
る
機
材

（
シ
ス
テ
ム
）
等

の
導

入
お
よ
び
活
用
が
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
園
芸
農
家

に
お

い
て
も
、

ス

マ
ー
ト

フ
オ
ン
な
ど

の
端
末

か
ら
栽
培
状
況
等
を
把
握
す

る
こ
と

が

で
き
、

ハ
ウ

ス
の
開

閉
及
び
管

理
が
す

で
に
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
技
術

が
、
全
体

の
動
き
と
し

て
広

が

っ

て

い
く

の
は
、
ま
だ
先

の
事

か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
近
年

の
急
速

か

つ
急
激

な
変
化

や
、
先
を
見
通
す

こ
と

が
困
難

な
時
代
と

い
わ
れ
る
よ
う

に
、
今
、
ま
さ

に
そ

の
よ
う
な
状
況
と
な

っ
て

い
る
よ
う

に
感

じ

て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ

・
物
流
問
題

・
地
球
温
暖
化

。
日
本

に
お
け

る
人

口
減
少

上
局
齢
化

お
よ
び

後
継
者

不
足
等
、
様

々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う

な
多

く

の
問
題
が
山
積
す

る
状
況
下

で
、

こ

れ
か
ら

の
農
業
は
、
そ
し

て
地
域
産
業
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
共

に
考
え

て

い
き
ま

し

よ
う
。

同
窓
生

が

「
縦
と
横

の

つ
な
が
り
」
を
大
切

に
し
、
八
代
地
域

の
農
業
お
よ
び
関
連
産
業

が
未
来
永

劫
続
く
事

を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
八
代
農
業
高
校
が
今
後
も
地
域

に
根
ざ

し
、
愛

さ
れ
る
学

校
と
し

て
存
続
し

て

い
く
よ
う

に
、
同
窓
生

の
皆
様

に
は
御

理
解
と
御
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
が
、
三
代

・
四
代
表
彰
、
歴
代
の
同
窓
会
長

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

・
校
長
先
生
方
へ
の
感
謝
状
を
お
渡
し
で
き
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
八
農
祭
で
の

「農
産
物
品
評
会

・
販
売
会
」

三
年
ぶ
り
と
な
る
同
窓
会
主
催
の
農
産
物
品
評
会

・
販
売
も
昨
年
、
今
年
と
実
施
で
き
、
各
支
部
か
ら
農
産
物
等
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
品
評
会
と
共
に
販
売
会
を
開
催
し
て

「八
農
祭
」
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
の
高
校
に
な
い
伝
統

的
な
活
動
で
す
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
頂
け
れ
ば
有
り
難
い
で
す
。

◎

「八
農
同
窓
会
　
青
年
部
プ
ラ
ス
ー
」
の
発
足

令
和
五
年
九
月
、
三
役
会
の
承
認
を
得
て
、
水
田
大
地

（平
成
二
十
四
年
度
園
芸
科
学
科
卒
）
部
長
を
含
む
７
名
で
組
織

す
る

「青
年
部
プ
ラ
ス
ー
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
役
員
会
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
八
農
の
た
め
、
同
窓
会
の
た

め
に
、
若
い
力
を
も
っ
て
牽
引
し
て
頂
け
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
す
。

◎

「還
暦
祝
」

三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
卒
業
生
の
還
暦
祝
、
引
き
続
き
今
年
度
も
照

三
月
卒
業
生
の
還
暦
祝
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
同
窓
生
と
当
時
の
担
任
の
先
生
方
、
同

量

様
の
御
理
解
と
御
支
援
の
お

中
塘
万
格
人
前
同
窓
会
長
、
顧
間

・
役
一

陰
で
、
令
和
三
年
十

一
月
五
日
に
開
催
で

員
の
方
々
を
は
じ
め
、
同
窓
生
並
び
に
関
係
者
の
皆

．き
ま
し
た
．
御
来
賓

へ
の
案
内
は
制
限
さ
せ
て
頂
き

和
五
十
七
年

窓
会
役
員
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
同
窓
会
主
催
行
事
の
一
つ
で
す
が
、
県
下
で
も
八
農
同
窓
会
だ
け

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
永
年
続
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◎

「青
春
フ
ラ
イ
ト
」

平
成
十
六
年
度

（二
〇
〇
四
年
度
第

一
回
は
中
国
上
海
市
）
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
で
十
六
回
を
数
え
ま
す
。
今
年
度
は

北
海
道
で
の
研
修
に
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
毎
年
同
窓
会
の
支
援
を
受
け
、
第

一
回
目
か
ら
今
回
ま
で
生
徒
百
四
十

一

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え

る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
八
農
か
ら
飛
び
立
ち
、
各
界
で
大
い
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
窓
会
の
御
理
解
と
御
支
援
で
、
本
校
の
伝
統
継
承
と
教
育
活
動
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
四
月
入
学
生
か
ら
学
科
編
成
を
し
、
八
農
は
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
二
・三
年
生
が
在
籍

す
る

「園
芸
科
学
科
」
、
「食
品
科
学
科
」
、
「農
業
工
学
科
」
、
「福
祉
家
庭
科
」
の
四
学
科
か
ら
、
「食
農
創
造
科
」
、
「生
産

土
木
科
」
、
「家
庭
科
」
の
三
学
科
に
編
成
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「食
農
創
造
科
」
は
、
『「農
」
×

「食
」
×

「流
通

・
開
発
」
＝
新
た
な
価
値
を
創
る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
施
設
園
芸

（野
菜
、
果
樹
）
コ
ー
ス
と
食
品
製
造
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
六
次
産
業
化
を
視
野
に
入
れ
た
専
門
的
な
学
び
を
深
め
ま
す
。

「生
産
土
木
科
」
は
、
『「農
」
×

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」
＝
ス
マ
ー
ト
農
業
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
生
産

（作
物
）
コ
ー
ス

と
土
木
技
術
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
大
規
模
農
業
と
土
木
関
連
の
学
び
を
融
合
し
、
最
先
端
の
技
術
を
活
用
し
て
専
門
的
な
学

び
を
深
め
ま
す
。

「家
庭
科
」
は
、
『「調
理
」
×

「福
祉
」
×

「
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
」
×

「保
育
」
＝
く
ら
し
を
支
え
る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

調
理
コ
ー
ス
、
福
祉
コ
ー
ス
、
フ
ァ
ツ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
人
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
、
地
域
を
支
え
る
専
門
的
な

学
び
を
深
め
ま
す
。

三
学
科
と
も
に

一
、
二
年
次
は
共
通
の
専
門
科
目
を
学
び
、
三
年
次
に
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
よ
り
専
門
的
な
学
習
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
時
代
の
要
請
に
対
応
す
べ
く
、
令
和
六
年
度
入
学
生
か
ら
制
服
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

変
革
の
時
代
に
あ
る
昨
今
、
今
こ
そ
が

ク八
農
が
変
わ
る
―
′

チ
ャ
ン
ス
だ
と
信
じ
て
科
名
も
新
た
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
を
支
え
る
産
業
人
の
育
成
を
目
指
し
て
進
化
す
る
八
農
で
あ
り
た
い
、
そ
し
て
、
生
徒

・
職

昌
↑
学
校
が

″地
域
の
顔
″
と
な
り
、
同
窓
生
や
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
生
徒
づ
く
り
、
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
本
校
へ
の
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
御
健
勝
と
御
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

校
長

橋

口

英

伸

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
三
年
四
月
か
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
三
年
間
を
少
し

り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎

「創
立
百
周
年
記
念
式
典

・
記
念
講
演
」

感
染
症
の
影
響
で
記
念
式
典

・
講
演
を

一
年
延
期
し
ま
し
た
が
、
加
末
誠

一
実
行
委
員
長
、

振 厚

緩

一、

１

一

今
、

同
窓

こ，
レ
一
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令
和
五
年
度
　
八
農
青
春
フ
ラ
イ
ト

初
日
は
熊
本
空
港
を
午
前
九
時

半
飛
び
立

っ
て
か
ら
羽
田
空
港
で

乗
り
継
ぎ
、
帯
広
空
港
に
午
後
二

時
半
に
着
く
と

い
う
長
旅
で
し
た

が
、
す
ぐ
に
バ
ス
に
乗
り
最
初
の

目
的
地

「幸
福
駅
」

へ
向
か
い
ま

し
た
。
駅
の
跡
地
と
し
て
観
光
化

さ
れ
て
お
り
、
駅
舎
と
当
時
の
電
車
が
置
い
て
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
帯
広
市
内
に
あ
る
帯
広

競
馬
場
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
有
名
な
ば
ん
え

い
競
馬
が
有
名
な
と
こ
ろ
で
、
普
通
の
サ
ラ
ブ

レ
ツ
ド
と
は
違
い
、
た
く
ま
し
い
体
つ
き
の
競
走

馬
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
今
回
の
メ
イ
ン
の

一
つ
で
あ
る
、
学

校
訪
問
は
八
代
農
業
高
校
と
創
立
が
同
じ
年
と
い

う

「帯
広
農
業
高
校
」
に
行
き
ま
し
た
。
帯
広
農

業
高
校
は

「銀
の
匙
」
を
書
か
れ
た
荒
川
弘
さ
ん

の
母
校
で
有
名
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「な
つ
ぞ

ら
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
学
校
で
す
。
広
大
な
敷

地
は
八
代
農
業
高
校
の
敷
地
面
積
の
約
十
倍
も
あ

り
、
学
校
案
内
で
農
場
を
案
内
さ
れ
た
と
き
に
、

ど
こ
ま
で
が
学
校
の
農
場
な
の
か
わ
か
ら
な
い
く

ら
い
に
広
く
、
み
ん
な
歩
く
の
に
疲
れ
て
し
ま
う

状
況
で
し
た
。
部
屋

へ
戻

っ
た
と
こ
ろ
で
同
校
の

食
品
科
が
作

っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
、

コ
ー

ヒ
ー
牛
乳
な
ど
を
い
た
だ
き
、
暑
い
外
で
の
案
内

か
ら
癒
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。
そ
の
後
、
帯
広
農

業
高
校
の
生
徒
と
八
農
の
生
徒
と
の
意
見
交
換
会

や
、
十
月
に
行
わ
れ
る
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
熊

本
大
会
で
の
再
会
を
約
束
し
て
学
校
訪
間
を
終
了

し
ま
し
た
。

帯
広
農
業
高
校
を
後
に
し
た

一
行
は
、
帯
広
市

川
西
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
紹
介
で
酪
農
農
家
を

二
件
訪
問
し
ま
し
た
。
最
初
に
行

っ
た

「
ト
ヨ
ニ

シ
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
を
食
用
と

し
て
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
が
五
千
頭
に
も

上
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
た
だ
た
だ
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
び

っ
く
り
し
、
牛
舎
を
実
際
に
近
く

ま
で
行

っ
て
み
ま
し
た
が
、
牛
の
多
さ
に
圧
倒
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は

「
十
勝
加
藤
牧
場
」
と
い
う
と
こ

ろ
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ジ
ャ
ー
ジ
牛
を

育
て
て
、
そ
の
牛
の
牛
乳
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

作
る
工
場
ま
で
あ
り
、
工
場
内
の
見
学
後
に
は
そ

こ
で
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
試
食
さ
せ
て
も

ら
い
、
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
八
農
青
春

フ
ラ
イ
ト
は
、
令
和

二
年
に
も
計
画
し
て
い
た
北
海
道
帯
広
市
を
中
心

と
し
た
ル
ー
ト
を
訪
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
は
新

型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
流
行
し
始
め
た
年
で
し
た
の

で
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
生
徒
か
ら
も
要

望
が
多
か

っ
た
北
海
道
の
大
地
に
、
八
月
十
七
日

（本
）
か
ら
二
十
日

（日
）
ま
で
の
三
泊
四
日
の

日
程
で
、
生
徒
十
二
名
と
職
員
三
名
で
行

っ
て
き

ま
し
た
。

幸福駅

帯広農業高校農場

帯広農業高校で意見交換会

エスコンフィールド球場

一ヽ

―、ヒ
ン

一
〓

―
曹

・・「一
蜆

疇

難
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11

8

5

6

3

2

第29回 同窓会 ゴルフコ

ンペ (68名 参加)

還暦祝い (昭不□5ア年3月

卒業生39名参加 )

八農祭農産牛′勿品評会

八農祭同窓会青空市場出

店

第30回 同窓会 ゴルフコ

ンペ (78名 参力□)

15

11

17^-20

第 1回役員会

12

26

（０つ
４

4 役会

顧間・三役会

青春フライ ト

(12名 参加 )

同窓会入会式

令和5年度総会

26

29

卒業式

6

11

還暦祝い (昭和58年 3月卒業生 :対象者282名 )

第31回同窓会ゴルフコンペ

第 1回役員会

青春フライ ト

第2回役員会

第3回役員会

八農祭農産物品評会

八農祭同窓会青空市場出店

第32回同窓会ゴルフコンペ

女性部企画

ア

2

3

卒業 10年を祝う会 (平成26年 3月卒業生 i対象者 102名 )

卒業20年を祝う会 (平成 15年3月卒業生 :対象者 183名 )

第4回役員会

同窓会入会式

卒業式

華:令和5年度熊本県学校農業クラブ連盟
「農業鑑定競技会」

農業の部 優秀賞 2年 同芸科学科

園芸の部 優秀賞 3年 同芸科学科

1年 食農創造科
「平板測量競技会」 優秀賞

年次大会「ポスターの部」

最優秀賞 2年 食品科学科

:・●第21回高校生フラワーコンテスト
「フラワーアレンジメントの部」

最優秀賞 2年 園芸科学科
5位   3年  園芸科学科

=議|:,第74回日本学校農業クラブ全国大会 令和5年度熊本大会
「農業鑑定競技」

農業の吉|: 優秀賞 2年 園芸科学科 古島 智陽

園芸の部 優秀賞 3年 園芸科学科 江崎 大貴
1年 食農創造科 津 路々陽奈乃

隋令和5年度熊本県高等学校ウエイ トリフティング競

技新人大会

女子55聴級 1年 食農創造科 津々路陽奈乃

鰈第11回熊本県農業関係高等学校サッカー競技大会

第 3位

瘍令和5年度子どもの読書活動実践校
文部科学大臣表彰

鸞第20回 田山淳朗賞 高校生ファッシヨン画コンテ

ス トin九州・沖縄

奨励賞 1年 家庭科 松島 優咲

鸞 N:TFフ ァッシヨンデザインコンテスト2023
奨励賞 3年 福祉家庭科 丸山 花音

Y共筆懲懲鷲§囃懇盆鬱

古島 智陽

江峙 大貴

津々路陽奈乃

藤本 百花

古畑

藤本

芽依

奏海 早
春
の
候
、
心
地
よ
い
季

節
と
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
よ
り
学
科
改
編

を
お
こ
な
い
、
食
農
創
造
科
、

生
産
土
木
科
、
家
庭
科
の
三

学
科
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。
生
ま
れ
変
わ

っ
た
八
代

農
業
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
た
め
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と

も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
（事
務
局
）

篠t'第 5回ダルメイン世界マーマレードアワード日本大会
「アマチュアの部」

銀賞 柑橘 1種のマーマレー ド

鷲■令和5年度熊本県高等学校総合体育大会
「ウエイトリフティング競技」学校対抗第2位
男子55kg級第 1位  3年 福祉家庭科 白濱 優性

男子61kg級第 3位  3年 園芸科学科 江峙 大貴

男子81kg級第 2位  3年 園芸科学科 ||1村   陸

男子96kg級第 3位  3年 福祉家庭科 浜円 優作

男子 +102kg級第 1位 3年 園芸科学科 池田心咲喜

囃
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躙
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同
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会
イ
ン
ス
タ
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ム

八
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イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

鸞螺
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八
農
ホ
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ペ
ー
ジ
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ロ
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11

三役会
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三
日
目
は
、
帯
広
市
を
後
に
し
て
今
年
オ
ー
プ

ン
し
た
、
北
海
道
フ
ア
イ
タ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ

る

「
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
球
場
」
を
見
学
し
ま

し
た
。
開
閉
式
の
屋
根
が
偶
然
に
も
空
い
て
お
り
、

小
学
生
の
子
供
た
ち
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
見
な
が
ら
昼
食
を
取
る
と
い
う
、
何
か
ア

メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
な
球
場
を
体
験

・
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
小
樽
市
に
行
き
、
有
名
な
小
樽
運
河
で

記
念
撮
影
を
し
た
後
、
周
辺
を
各
自
で
散
策
を
し

ま
し
た
が
、
こ
こ
も
観
光
客
が
も
の
す
ご
く
多
く

て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
朝
か
ら
札
幌
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
で
使
用
し
た
、
大
倉
山
ジ
ャ

ン
プ
競
技
場
の
見
学
を
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
は

ジ
ャ
ン
プ
台
の

一
番
上
ま
で
リ
フ
ト
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
札
幌
市
内
が
望
め
る
高
さ
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
選
手
た
ち
は
滑

っ
て
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
し

て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
感

覚
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
羊
ヶ
丘
展
望
台
を
見
学
し
、
ク

ラ
ー
ク
博
士
の
銅
像
前
で
集
合
写
真
を
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見
学
後
、
札
幌
場
外
市
場

へ
行
き
千
歳
空
港
に
行
き
ま
し
た
が
、
同
時
期
に

北
海
道
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

出
場
し
た
高
校
生
で
賑
や
か
な
空
港
で
し
た
。

夏
休
み
の
貴
重
な
四
日
間
を
、
北
海
道
と
い
う

北
の
大
地
で
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
や
社
会
に

出
て
か
ら
、
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を
発
揮

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

大倉山ジャンプ台

羊ヶ丘展望台

令
和
五
年
八
月
十

一
日

（金
）
に
八
代
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
同
窓
会
が
主
催

す
る

「還
暦
祝
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
第
三
十
四
回

（昭
和
五
十
七
年
三
月
）

卒
業
生
の
二
十
九
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
司
会
に
は
、
タ
レ

ン
ト

・
レ
ポ
ー
タ
ー

・
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
御

活
躍
さ
れ
て
い
る
、
常
盤
よ
し
こ
さ
ん
に
お
こ

し
い
た
だ
き
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

担
任
の
先
生
方
四
名
も
参
加
さ
れ
、
同
窓
会

三
役

・
学
校
関
係
者

。
同
窓
会
事
務
局
の
総
勢

五
十
二
名
で
還
暦
祝
い
を
行
い
ま
し
た
。
当
時

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
よ
り
編
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

視
聴
、
同
窓
会
会
長

・
学
校
長
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
、
当
時
の
担
任
の
先
生
か
ら
の
思
い
出

話
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
の
思
い
出
話
が
盛
り
上
が
り
、
予
定
し

て
い
た
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
だ
ま
だ
落

ち
着
か
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
伝
統
あ

る
こ
の
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
年
度
の
卒
業
生

が
さ
ら
に
多
く
御
出
席
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

橋口校長のお祝いの言葉

担任の先生へ花束贈呈

クラスごとの近況報告

円陣を組み、全員で校歌熱唱
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十

一
月
十

一
日

（土
）
に
開
催

い
た
し

ま
し
た
農
産
物
品
評
会
で
は
、
同
窓
会
各

支
部
か
ら
百
十
点
の
農
産
物
を
出
品
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
る
ち
米
や
ト

マ
ト

を
中
心
に
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十

一
月
十
二
日

（調
）
の
八
農
祭

一
般

公
開
日
に
開
催
し
た
青
空
市
場
で
は
、
農

産
物
品
評
会
で
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
農
産
物
等
と
役
員
の
方
々
が
用
意
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
農
産
物
の
販
売
を
行

い

ま
し
た
。
生
徒
に
よ
る
農
産
物
加
工
品
の

販
売
や
ミ
カ
ン
狩
り
、
今
年
度
よ
り
食
バ

ザ
ー
が
解
禁
さ
れ
、
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼

き
な
ど
が
最
後
ま
で
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
餅
投
げ
も
復
活

し
、
橋
口
校
長
、
山
下
同
窓
会
長
、
代
表

生
徒
ら
に
餅
を
投
げ
て
も
ら
い
、
人
農
祭

一
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
初
め

て
、
同
窓
会
青
年
部
プ
ラ
ス
ー
の
企
画
で

キ
ツ
チ
ン
カ
ー
を
四
台

（中
華
料
理
、

マ

フ
ィ
ン
、
ホ

ツ
ト
ド

ツ
ク
、
ド
リ
ン
ク

類
）
誘
致
し
ま
し
た
。
来
場
者
、
生
徒
と

も
に
喜
ば
れ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
多
く
の
催
し
物
に
よ
り
、
お
か
げ

さ
ま
で
八
農
に
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
ご
参
加

い
た
だ

い

た
皆
様
、
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
農
産

物
品
評
会

・
青
空
市
場
と
も
に
継
続
し
て

開
催
で
き
ま
す
よ
う
今
後
と
も
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

,‐簑ill11111:|:|||:||||||:||||||:|1継 :

農産物品評会

青空市場は大盛況でした

多くの方にご来場いただきました

復活 1餅投げ

初 |キ ッチンカー

‐
=■
・ ■

、
議
〓

■
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八
代
市
役
所

東
陽
支
所

産
業
建
設
課

平

野

斗

希

（令
和
５
年
３
月

農
業
工
学
科
卒
業
）

私
は
、
八
代
農
業
高
校
卒
業
後
、
「八
代
市
役
所
」
に
就

職
し
ま
し
た
。
入
社
か
ら
２
週
間
の
研
修
を
終
え
、
私
は
地

元
で
あ
る
東
陽
支
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

が
所
属
し
て
い
る
建
設
係
は
私
を
含
め
３
人
と
い
う
こ
と

で
、
即
戦
力
と
し
て
多
く
の
業
務
を
任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
道
路
や
河
川
、
公
園
、
市
営
住
宅
ま
で
幅
広
く
、
工
事
や
業

務
委
託
の
発
注
を
行
い
ま
し
た
。
Ｗ
Ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｅ
Ｘ
ｃ
ｅ
ｔ

を
使
用
し
資
料
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｔ
を

勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
業
務
は
、
知
る
こ
と
、
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
何
度
も
失

敗
し
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
４
月
末
に
は
、
道
路
工
事
の
発
注
が
始
ま

り
、
さ
ら
に
業
務
が
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。
工
事
の
図
面
を

作
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
工
事
に
必
要
な
金
額
を
打
ち
出
す
積
算
シ
ス

テ
ム
を
知
り
、
当
時
は
理
解
で
き
な
い
ま
ま
、
上
司
に
繰
り

返
し
質
問
し
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
し
た
。
工
事
の
設
計
図
を

作
成
す
る
た
め
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
操
作
は
必
須
で
あ
る
た
め
、
空

い
た
時
間
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
操
作
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

積
算
シ
ス
テ
ム
で
も
積
算
基
準
書
と
い
う
２０
ｃｍ
ほ
ど
厚
い
資

料
を
読
み
、
勉
強
を
し
ま
し
た
。
東
陽
支
所
に
配
属
と
な
っ

て
か
ら
１
か
月
が
経
ち
、
パ
ソ
コ
ン
作
業
に
も
慣
れ
、
自
分

が
担
当
し
て
い
る
業
務
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
積
算
シ
ス
テ
ム
も

一
人
で
扱
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
を
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
３
件
の
道
路
工
事
を
終
え
、
道
路
や
河
川
、

公
園
、
市
営
住
宅
の
修
繕
工
事
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
で
も

ミ
ス
を
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
反

省
し
、
時
に
は
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
次
に
生
か
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
分

か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
上
司

に
何
度
も
聞
き
、
分
か
る
ま
で
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
私
は
こ
の
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
大
切
な
こ
と
が
、
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
仕
事

上
、
人
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
り
、
同
期
や
上
司
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
市
民
の
方
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
良
い
印
象
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
、
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
表
情
、
態
度
、
身
だ
し
な
み
、

さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
第

一
印
象
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
実
際

に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
接
客
の
し
か
た
や
態
度
に
つ

い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
支
所
は
市
民
の
方
と
の

距
離
が
近
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い

ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。
対
面
で
の
会
話
だ
け
で
は
な
く
、
電

話
や
メ
ー
ル
で
も
態
度
や
言
葉
遣
い
に
よ
り
印
象
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１１
月
に
あ

っ
た
接
遇
研
修
で
は
、
自

分

一
人
の
印
象
が
八
代
市
役
所
職
員
の
印
象
と
し
て
認
識
さ

れ
る
こ
と
を
知

っ
た
う
え
で
、
市
民
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
交
わ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
学
び
ま
し

た
。
社
会
人
と
な
り
同
期
や
上
司
、
市
民
の
方
、
誰

一
人
知

ら
な
い
人
の
中
で
、
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
も
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
必
須
ス
キ
ル
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
高
校
３
年
間
で
得
た
知
識
や
経
験
は
と
て
も
貴

重
な
も
の
で
、
社
会
に
出
て
役
に
立

っ
て
い
き
ま
す
。
勉
強

や
部
活
に
励
み
、
友
達
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
４
月
か
ら
の

新
し
い
生
活
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
八
代
市

役
所
職
員
と
し
て
、
八
代
市
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
た
め
、

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
八
代
農
業
高
校
卒
業
後
、
株
式
会
社
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
眼
鏡
市
場
に
就
職
し
ま
し

た
。
半
年
間
の
研
修
期
間
を
終
え
、
今
は
他
店
舗
応
援
も
兼
ね
て
目
の
検
査
や
聴
力
検
査

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

初
め
の
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
リ
モ
ー
ト
で
の
研
修
が
行
わ
れ
、
眼
鏡
市
場
の
こ

と
や
接
客
、
目
や
耳
の
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
の
店
舗
で
の
研
修
が
始

ま
り
、
初
日
は
、
店
舗
で
の
受
付
の
仕
方
や
お
茶
出
し
、
お
客
様
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
、　
一
日
の
流
れ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
日
目
か
ら
は
実

際
に
動
い
て
み
て
、
店
長
や
教
育
係
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
社
員
の

方
の
動
き
を
真
似
し
て
み
た
り
少
し
ず
う
動
け
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
受
付
か
ら
販

売
、
調
整
、
受
け
渡
し
ま
で
検
査
を
除
い
て
１
人
で
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
眼
鏡
の
調
整
が
上
手
く
い
か
ず
、
フ
レ
ー
ム
を
壊
し
て
し
ま

っ
た
り
、
お
客

様
の
要
望
と
提
案
し
た
も
の
が
食
い
違

っ
た
り
様
々
な
失
敗
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
失

敗
す
る
度
に
、
ど
こ
が
ダ
メ
だ

っ
た
の
か
、
ど
う
い
っ
た
言
葉
が
お
客
様
に
伝
わ
り
や
す

い
の
か
を
考
え
次
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
、
日
々
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
担
当

し
た
お
客
様
に
、
「選
ん
で
も
ら

っ
た
眼
鏡
を
か
け
て
い
た
ら
、
い
ろ
ん
な
人
に
褒
め
ら

れ
て
ほ
ん
と
に
嬉
し
か

っ
た
」
、
メ
ガ
ネ
の
調
整
を
し
た
お
客
様
に
は

「さ

っ
き
ま
で
耳

が
痛
か
っ
た
の
に
全
然
痛
く
な
い
」
と
褒
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ

一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
年
間
の
高
校
生
活
は
本
当
に
あ

っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
も
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
が
、
仕
事
を

す
る
中
で
大
切
な
こ
と
も
多
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
仕
事
し
て
い
く
中

で
、
こ
れ
か
ら
経
験
し
て
い
く
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
三
年
生
の
皆
さ
ん
も
卒

業
し
て
社
会
人
に
な

っ
た
り
、
大
学
、
専
門
学
校
に
進
ん
だ
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
高
校
生
で
し
か
出
来
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
大
切
に

し
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
眼
鏡
市
場

草
　
野
　
一
石
　
唯
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和
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年
３
月
　
福
祉
家
庭
科
卒
業
）


